
台湾史年表
１～２世紀 「後漢書」に台湾らしき島夷州らしき記述
６０７年 日本から遣隋使派遣

１３６８年 明建国
１５世紀半ば

｜ １５４４年 ポルトガル人が台湾島を発見
イラ・フォルモサ　（うるわしの島）と命名

１６０２年 東インド会社設立
１６０９年 長崎平戸オランダ商館設置
１６２４年 台湾台南　オランダの植民地

鄭成功　長崎平戸に生まれる
１６２６年 スペイン人台湾北部に入植

｜ 淡水に紅毛城を築く
１７世紀半ば １６５０年 オランダ人による台南赤崁楼（城）完成

１６６１年 鄭成功台南を奪回
１６８４年 台湾清朝の支配下
１８３８年 李春生厦門に生まれる
１８４０年

～１８４２年
１８５３年 台北艋舺（バンカ）からの移住者による「大稲埕」開墾が

はじまる。大稲埕には港もあった。
のちに一大商業地になり、茶業関係者が集まる、迪化街が
有名商業ストリートになる。

１８６５年 樟脳貿易で台湾に訪れたジョン・ドットが茶樹発見
台湾茶に貢献した藤江勝太郎生まれる

１８６６年 台湾茶が輸出され始める
１８８２年 台北城完成
１８９５年 台湾が日本の統治下
１９００年 台湾製糖会社設立
１９０１年 茶業試験場設立
１９０４年 新井耕吉郎が生まれる。

のちに台湾紅茶に尽力した
１９０６年 銀座に台湾茶の喫茶店がオープン

のちに博覧会に宣伝のために台湾茶喫茶店を次々と出店
１９２１年 渡戸稲造が台湾総督府殖産局長
１９３６年 魚池紅茶製造試験工場が作られ、台湾茶の流通がさらに

整備される
１９４５年 日本統治終了、中華民国に返還

茶商が次々と事業転換
１９４７年 台湾史に残る「二二八事件」がおこる

大稲埕にあった「天馬茶房」の前で最初の事件がおきた
１９８０年代 台湾ＩＴ産業が成長し始める

茶芸ブーム、茶芸館の登場
台湾で「泡沫紅茶」ブーム
台南「翰林茶館」、台中「春水堂」どちらも
タピオカドリンク発祥の店と主張
日本の缶入り烏龍茶の誕生により、台湾茶高級化

楊品瑜主宰茶芸教室
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＜ 台湾茶の歴史と産業発展の沿革 ＞

アヘン戦争


